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このほど、都留市は起業化支援のためのSOHO（スモールオフィス、ホームオフィス）支援センターを新町別館2階に

施設整備いたしました。

このセンターは、新たに創業を予定されている方や創業間もない企業の立ち上がりから成長段階までの総合的な支援を

行う施設で、都留市の21世紀を担う新たな産業の創出を目指しております。

本センター全3室の入居者を募集いたしますので事業意欲のある方々の応募をお待ちしております。

1募集期間　6月3日（月）一28日（金）

2入居予定日　8月1日－

3SoHO施設の概要等（1）所在地　　都留市上谷二丁目1番15号　都留市新町別館2階

（2）施設規模　　SOHOルーム　約10．6nfX3室

（3）利用形態　　原則として年中無休で24時間利用可

（4）利用期間　1年以内とします。ただし、状況により通算3年間までの延長が認められます。

（5）主要設備　　電気設備　　照明機器各室、契約電力40A、コンセント6口（2日×3箇所）

通信設備　　光ケーブル利用による高速通信可（撮大1．5Mb）、

電話回線用アウトプット1箇所

床設備　　簡易型OAフロアー

事務機器　　机　2台、イス　2脚、キャビネット　2台

空調設備　　エアコン1機

供用設備　　会議室l室（20人）、打合せコーナー1箇所、
コピー1台（実費負担）、給湯室及びトイレ

そ　の他　　機械警備設備完備

4入居費用（1）負担金・共益費・駐車場使用料・IT利用料　　月額　21，000円

（2）その他の経費　　　　　　　　　　　　　　　電話などは入居者負担とします。

5入居資格　IT関連機器などを使用し、起業化及び経営革新の具体的な計画を持っており、原則として都留市内で

事業展開している方及び将来都留市内で創業計画をしている方で、次のいずれかに該当する方とします。

（D　新たに創業しようとする方

②　創業後5年末満の企業（法人、個人）

③　②に準ずる都留市商工会が特に認めたもの

6支援体制　センター入居者は、都留市並びに都留市商工会などの経営支援が受けられます。

7応募方法　都留市商工会へ所定申込書類一式を提出

8入居者決定　商工会が設置する「入居企業選考委員会」で決定（必要に応じ応募者との面談があり）

間合先　都留市商工会　℡（43）1570

お∴∴燕　　壷　　海　　中
●お茶壷道中ツアー
本年度のお茶壷道中行列の最高責任者である抹茶使に、
つるl T目在住の細田晃道民が決まり、10月に開催される

「お茶壷道中行列」で主役を担っていただきます。

また、抹茶仮である細田先遣氏を固長とした総勢45名は、

5月19日・20日に「お茶壷道中いにしえの道を訪ねて」と題し、

かつて将軍御用の抹茶を生産した宇治市の上林家を訪れ、

歴史や茶の製造法を学びました。

また、将軍御用の熟成茶を製造するための茶壷の受け渡

しを行い、抹茶健である細田氏から上林家14代当主である

上林春松氏に茶壷が預けられました。さらに、以前よりお

茶壷道中行列を行っている長野県楢川村の奈良井宿に寄り、

事業の説明を受けるな

ど住民交流をいたしま

した。参加者は、当時

の行列と同じ行程を歩

み、江戸時代に谷村藩

が重要な役割を仰せつ

かっていたことを再認

識いたしました。
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茶壷受け渡しの俄

●茶名募集
江戸時代の都留市では、将軍御用の宇治茶を江戸に運ぶ「お茶壷

道中」の際に、茶壷を夏の圃爽涼な谷村勝Ili城に格納し、富士の霊

気を込めて最高級茶として熟成されました。今年、史実に忠実に

宇治で摘んだ茶葉を茶壷に入れて、夏の間ミュージアム都留で保

管し熟成させた、将軍御用の抹茶を製造します。また、10月の産業

祭りにおける「お茶壷道中」でこの熟成茶を使った茶会を催すなど、

都留の名物として特産品化し産業の振興を図ります。そこで、こ

の熟成茶にふさわしい商品名を次により募集します。

応募資格　どなたでも応募できます。

応募方法　住所、氏名、年齢、寓話番号を明記のうえ、常襲は

がきまたはEメールで応募してください。

締　切　6月28日（金）

その他・採用者に商品を贈呈します
・作品は未発表のものに限ります

・同名多数の場合は、抽選で当選者を決定します

・発表は7月上旬に本人あてに通知します

・応募作品すべての権利は、都翻向二伸属します

応募・間合先　お茶並適中実行貴会中筋局

都留市役所産業観光課

Eメール　sangyou＠city．tsum．yamanashi．jp


